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秋の鳴く虫
アオマツムシ(外来種)とマツムシ(在来種)
　昨今、昆虫界でもヒアリやクビアカツヤカミキリ
など外来生物が注目されていますが、秋の鳴く虫の
仲間で明治時代に中国大陸から日本に帰化した外
来種がいます。その昆虫はアオマツムシ(コオロギ科)
と言います。多治見市内では40年ほど前から鳴き声
が聞かれるようになりました。大きさは2cmほどで
葉っぱのような形をして綺麗な緑色のマツムシの仲
間です。いつも樹上にいて、オスは「リーリーリー」と
かん高くよく響く声で鳴き、日本の秋の鳴く虫のひ
そやかな鳴き声をかき消すような大音量です。今で
は多治見で最も鳴き声を耳にする秋の虫となりまし
た。雑木林にもいますが、どちらかと言えば公園や
庭木、街路樹など街中に多く生息します。多治見駅
の南口のバスターミナル付近でも8月下旬から10月
にかけてアオマツムシの演奏を聴くことができま

す。また、地球村などの山に面した場所に行けば今で
も在来種のマツムシの演奏を聞くことができます。
少し開けた草原で「チンチロリン・チンチロリン」とひ
そやかに鳴く声にはどこか日本らしさを感じます。

（多見昆虫会 林 英昭）

▲アオマツムシ(外来種)

▲マツムシ(在来種)

[外来種]
もともとその地域にい
なかったのに、人間の
活動によって他の地域
から入ってきた生物。

[在来種]
もともとその地域に古
くから存在する生物。

たじみのたからもの 85 地中に眠る多治見の歴史① ～住吉の緑釉陶器窯～

文化財保護センター企画展
「発見！地中に眠る多治見の歴史

～住吉･駅北･笠原の発掘調査報告展～」 
を開催中です。（～平成30年2月2日）

文化財保護センター 三浦　TEL 25‒8633

　住吉古窯跡群は、住吉土地区画整理事業に伴い、
平成25年から約1年間発掘調査が行なわれました。
この遺跡は13基の窯跡が存在し、平安時代に灰釉
陶器、鎌倉時代に山茶碗が焼かれていた古窯跡群で
す。10世紀中頃から11世紀中葉の灰釉陶器窯が8基
と同時代の緑釉陶器窯が1基、12世紀後半から13世
紀前半に稼動した山茶碗窯が4基検出され、各窯に
付随する作業場の跡などの遺構が発見されました。
　この発掘調査で特に注目されたのは、緑釉陶器専
用窯である16号窯です。緑釉陶器とは、鉛釉に発色
材として銅を加え、低火度の酸化炎焼成により釉を
緑色に発色させた施釉陶器です。日本では7世紀後

半代に朝鮮半島か
ら技術が伝わり、
畿内において緑釉
陶器の生産が開始
されました。平安時
代の緑釉陶器は、

祭祀器の他、上流
階級の愛用品とし
て作られた高級
陶器でした。後に
愛知・山口・滋賀
などに生産拠点
が移りました。この東濃の地でも緑釉陶器が焼成さ
れていたことは、過去の調査で知られていましたが、
その実態は不明でした。今回、美濃では初めてとな
る緑釉陶器専用窯の発見は、この地域の緑釉陶器
生産を知る上で画期的な事例と言えます。
　なお、16号窯は重要な資料であるため、剥ぎ取り
立体標本を作成して、現在は多治見市美濃焼ミュー
ジアムで展示しています。

▲住吉16号窯跡

▲住吉16号窯跡出土 緑釉陶器の色見
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NPO法人シュシュマルシェ

　NPO法人シュシュマルシェは、「あしながおばさんの
会」が中心となり、設立しました。
　法人成立日は、平成29年7月6日。さまざまな催しに
関する事業を行うことでマルシェなどの発表の場を求
めている方に場所を提供するとともに、地域の振興、経
済の活性化、健康増進に寄与し、日々の生活に彩りや、
潤いを添えることを目的として生まれました。
　主な活動は、クラフト関連イベントや地域振興イベン
トなどの企画、運営、実施で、メンバーにはイベント好き
が集まっています。活動を通してまちづくりなどに協力
していただける方を募集しています。興味のある方は連
絡してください。
　写真は、最初の開催イベントのものです。会場を2カ
所使用して31人の出展者が集結して、手づくり小物、
ワークショップ、ヘルシー＆ビューティーなどを開催しま
した。全て出展作家の手仕事で、1点1点愛情いっぱい
の作品が並びました。天候にも恵まれ、たくさんのお客

さまに来ていただきました。
　これからも、まちづくりに貢献し
ていきたいと願っています。 

（代表 内田京子）

▲クラフト関連イベントの様子

［クラフト関連イベントの紹介］
こだわりスタの祭典
　 10月22日（日）10:00～15:30
　 笠原中央公民館

　多治見市の公共施設は全国平均より約2割（市民一人
当たりの延床面積ベース）多い状況です。今ある施設を今
後もすべて維持・更新すると仮定し、建替えや大規模修繕
にかかる費用を試算すると、40年間で約1,760億円、１年
当たり約44億円の費用が必要となることが分かりまし
た。（総務省試算ソフトによる）
　一方、多治見市が直近５年間（平成23～27年度）で公
共施設の維持・更新にかけた費用は１年当たり約22億円
で、今後必要な費用の50％であることから、今ある施設は
半分しか維持・更新できないことが分かります。

　市の公共施設の現状を把握でき
る公共施設白書を多治見市公式
ホームページに掲載しています。

公共施設管理室
林　TEL22‒1376

　こうした現状を踏まえ、今後は、真に必要な
施設の見極めや長寿命化の推進など、適正な
公共施設マネジメントが必要です。
　多治見市では、この取り組みの一つとして、
平成28年度に策定した第8次行政改革大綱
で、公共施設の統合や整理などを進めていま
す。
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更新必要額 年平均 約44億円
投資的経費実績 年平均 約22億円

40年間で約1,760億円が必要
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